
「体験の里」日高から体験の風をおこそう運動実行委員会主催事業 

サイエンスフェスティバル 
 

趣旨 科学実験・工作教室やサイエンスショー通じて、次代を担う青 

少年に科学の楽しさや感動を与え、知的好奇心を喚起する。 

企画運営のポイント 協力団体にお願いし、科学実験工作教室のみな 

らず、サイエンスショーも参加型・体験型にし、科学の楽しさを実感 

し知的好奇心を高められるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

【日程】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【成果】 
・釧路高専と苫小牧高専によるサイエンスショーは見るだけではなく、実験機材に触れ実験に参加できる内
容であり、科学的な事象への関心をより高められるものであった。 

・科学実験工作教室では、苫小牧高専・釧路高専・日高高校の協力で前年度を上回る１７のブースの提供が
あり、参加者は様々な体験ができた。 

 
【課題】 
・同じ協力団体に過度な負担がかかりすぎないようにするため、様々な機関と連携できるようにし継続可能
な事業にしていきたい。 

国立日高青少年自然の家 

期日：令和元年 12月 7日（土）～ ８日（日） 

会場：国立日高青少年自然の家 

対象：小学 4年生～6年生 

人数：253名 ボランティア 53名 

協力：苫小牧工業高等専門学校、釧路工業高等専門学校 

   北海道日高高等学校 
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